資産負債アプローチによる収益認識基準の初期の論理構造 -2008年討議資料によせて- by 葛,暁鵬
――





Early Arguments of Revenue Recognition Rules From the
Asset-and-Liability Approach:
Focusing on the Discussion Paper (2008)
博士前期課程 商学専攻 2017年度入学





















1 ASU 201409 REVENUE FROM CONTRACTS WITH CUSTOMERS（TOPIC 606）。次のウェブサイト
を参照した（2018年 6 月16日）。http://www.fasb.org/ jsp/FASB/Document_C/DocumentPage?cid＝
1176164076069&acceptedDisclaimer＝true
2 FASB と IASB は，2002年に IFRS と米国基準を将来的にコンバージェンスすることを合意（ノーウォーク
合意）した。その後，2006年に統合加速に向けて 9 項目を含む覚書（MOU）を締結した。収益認識
（Revenue Recognition）は MOU プロジェクトの 1 つである。
3 本稿では，共同会議議事録「Minutes of the October 22, 2007 Board Meeting」及び添付資料を総括する
「2007 AAAFASB FINANCIAL REPORTING ISSUES CONFERENCE, Reconsidering Revenue Recognition


























2014年 5 月，国際会計基準審議会（International Accounting Standards Board，以下 IASB と略）
と米国の財務会計基準審議会（Financial Accounting Standards Board，以下 FASB と略）が共同
で「顧客との契約から生じる収益」を公表した。IASB においては国際財務報告基準（Internation-
al Financial Reporting Standards，以下 IFRS と略）第15号，FASB においては Topic6061 であ
る。収益認識モデルの再構築を巡り，10年以上にわたって形成された共通の会計基準として，




および2008年討議資料（Discussion Paper，以下2008年 DP と略）では，顧客との契約に焦点を当
――













































































DP と2010年 ED の収益認識方式に関する仕訳処理が示されていた。それらの仕訳処理に基づいた
2 つの収益認識方式の特徴点を指摘しておきたい。
 年 DP による収益認識方法―海老原（）に寄せて―
海老原は，対価請求権と履行義務の測定値を相殺した正味ポジションを契約資産または契約負債


















b （借）受取債権 100 （貸）顧客との契約から生ずる収益 100
c （借）当座預金 100 （貸）受取債権 100
これは，a 時点において







b′ （借）履行義務 100 （貸）顧客との契約から生ずる収益 100
b″ （借）受取債権 100 （貸）権 利 100








8 IASB, Preliminary Views on Revenue Recognition in Contracts with Customers, Discussion Paper, December 2008.
（国際会計基準委員会財団訳，「ディスカッション・ペーパー 顧客との契約における収益認識についての予備
的見解」，2008年）．
b （借）契約負債 40 （貸）顧客との契約から生ずる収益 100
受取債権 60
c （借）当座預金 60 （貸）受取債権 60













収益認識に関する改訂プロジェクトは最初に FASB 単独のプロジェクトとして2002年 5 月にア
ジェンダに追加され，同年 9 月，FASB と IASB の共同プロジェクトの形で作業が進められるこ













12 Concepts Statement No. 5, Recognition and Measurement in Financial Statements of Business Enterprises.
13 Concepts Statement No. 6, Elements of Financial Statements.



















た FASB 概念ステートメント（Statement of Financial Accounting Concepts，以下 SFAC と略）第
5 号『営利企業の財務諸表における認識と測定』12 では，財務諸表の作成に関しては，主に収益・費
用・利得・利益の関係に基づいて行われる。SFAC 第 5 号は一般的に収益費用アプローチに基づく
ものと考えられる。それに対して，1985年に公表した FASB 概念ステートメント第 6 号『財務諸
表の構成要素』13 では，収益は，「財貨の引渡しもしくは生産，用役の提供，または実体の進行中の
主要なまたは中心的な営業活動を構成するその他の活動による，実体の資産の流入，その増加もし









17 IASB, Preliminary Views on Revenue Recognition in Contracts with Customers, Discussion Paper, December
2008.（国際会計基準委員会財団訳，「ディスカッション・ペーパー 顧客との契約における収益認識について
の予備的見解」，2008年），para. 1.10.
18 山栄子，「正味ポジションに基づく収益認識―その批判的検討」，『企業会計』，2009年 9 月，1287頁。





























23 FASB, AAAFASB FINANCIAL REPORTING ISSUES CONFERENCE, Reconsidering Revenue Recogni-






























25 FASB, AAAFASB FINANCIAL REPORTING ISSUES CONFERENCE, Reconsidering Revenue Recogni-
tion November 30December 1, 2007，para 33para 34.
26 同上，para 40para 41.







































































31 IASB, Preliminary Views on Revenue Recognition in Contracts with Customers, Discussion Paper, December
2008.（国際会計基準委員会財団訳，「ディスカッション・ペーパー 顧客との契約における収益認識について
の予備的見解」，2008年），para. 5.20.
 年 DP の見解





















































































◯ 工具店は小型機械を CU37 1,000で納入する契約を顧客と締結した。履行義務（小型機械
を納入する義務）の現在出口価格は CU 900である。
◯ 代金 CU 1,000を受け取った。
◯ 小型機械の値上がりで，履行義務の現在出口価格が CU 950に上昇した。





未 履 行 の 正味ポジションの
契約資産 契約負債 収益計上権 利 義 務 計算値 変化額
◯ 1,000 900 100 0⇒100 増加100 ― 100
◯ 1,000－1,000 900 －900 100⇒－900 減少100 増加900 なし
◯ 0 900＋50 －950 －900⇒－950 ― 増加50 なし






























未 履 行 の 正味ポジションの
契約資産 契約負債 収益計上権 利 義 務 計算値 変化額
◯ 1,000 1000 0 0⇒0 ― ― なし
◯ 1,000－1,000 1000 ―1000 0⇒－1000 ― 増加1000 なし
◯ 0 1000 －1000 ― ― 不変 なし
◯ 0 1,000－1,000 0 －1000⇒0 ― 減少1000 1000
（出典） 筆者作成
38 IASB, Preliminary Views on Revenue Recognition in Contracts with Customers, Discussion Paper, December
2008.（国際会計基準委員会財団訳，「ディスカッション・ペーパー 顧客との契約における収益認識について
の予備的見解」，2008年），S2.










2 月29日に，ベンダー社は顧客との間で引渡時払いの条件で CU 15,000の製造装置を提供
し，配送の上据え付けるという契約を締結する。ベンダー社はその装置 3 月31日に引き渡
し，それを 4 月中に据え付ける。その装置の所有権は引渡時に当該顧客へ移転する。
ベンダー社は，それぞれ CU 14,000と CU 2,000でその装置（引渡サービスを含む）と据付
けサービスを別々に販売している。ベンダー社は配送サービスを装置とは別々には販売してい
ない。簡素化のために製品保証又はその他の履行の保証は無視する。
2008年 DP 付録 A5～A9 では，設例 3 を当初取引価格アプローチによる収益認識が次のように
説明されている。
――


























機械と配送 14,000 875(a) 13,125
据付け 2,000 125(b) 1,875
合計 16,000 1,000 15,000
(a) CU 1,000×(CU 14,000÷CU 16,000）
(b) CU 1,000×(CU 2,000÷CU 16,000）










2 月 ― ―
3 月 （1,875)(a) 13,125
4 月 ― 1,875
（a) 顧客が装置の引渡時点で支払を行っている為，3 月31日現在で残存する権利はない。









借 方 貸 方
2/29 （権 利) 15,000 （履行義務) 15,000
3/31 現 金 15,000 （権 利) 15,000
（履行義務) 15,000 収 益 13,125
前 受 金 1,875
















になり，3 月31日の契約負債 CU1,500からの変動額 CU1,500を収益として認識する。したがっ
て，仕訳は以下のようになると考える。
借 方 貸 方
2/29 （権 利) 15,000 （履行義務) 12,000
収 益 3,000
3/31 現 金 15,000 （権 利) 15,000
（履行義務) 15,000 収 益 10,500
前 受 金 1,500
4/XX 前 受 金 1,500 収 益 1,500




















借方 貸方 借方 貸方
2/29 契約資産 3,000 収 益 3,000 2/29 ― ―
3/31 現 金 15,000 収 益 10,500
契約資産 3,000
契約負債 1,500

















































今後の研究では，2010年 ED と2011年 ED の論理構造を明らかにし，これらが提唱された理由
について検討を加えていく予定である。
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